
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
   
 
 
 
 

 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 ＊地域学校共働本部に関わった人たちの声より 

地域と学校をつなぎ、学校・家庭・地域が一体となって、子どもの成長を支える組織 

目 的 

地域学校共働本部のイメージ 

 

地域学校共働本部とは… 
地域学校共働本部は、学校や地域が必要とする活動につ

いて、どのような学校支援や地域連携ができるかを協議
し、地域と学校が協働して取り組むための組織です。学校
と地域を円滑につなぐ仕組みとして地域コーディネータ
ーを配置し、小学校・中学校で進める「共働の学校づくり
推進事業」や、中学校で実施する「とよた地域クラブ活動
（とよクラ）」を推進します。 

地域学校協働活動 

学校支援活動 

 

1 校     11 校    25 校     53 校    74 校    103 校    103 校    103 校   103 校    104 校   

H26 H27 H28 H29 

土曜学習 居場所づくり 郷土学習 まちづくり 

…自治区長等の地域住民、校長・教頭他で構 
成され、学校運営や学校支援地域連携につ 
いて協議する組織 

…学校の求めに応じた、学校とボランティ 
ア間の総合的な調整役 

…実際にボランティア活動を行う地域住 
民、保護者など 

…とよクラの事務や窓口を担う総合的な 
調整役 

…とよクラで子どもたちに技術指導等を 
行う地域住民、保護者など 

学校運営 
協議会 

地域コーディ
ネーター 

地 域 ボ ラ ン
ティア 

子どもへの効果 
学びや体験活動の充実、自己肯定感、 
ふるさとへの愛着や誇りの育成等 

「休日に公園等で会った時にも、地域の人にあい
さつができるようになった」 

「靴の整頓や言葉遣いなど、地域の大人から礼儀
作法を学んだ」 

「先生以外の大人に褒められ自分に自信がもて
るようになった」 

 

市内設置校数 

地域学校共働本部の効果 

学校への効果 
地域人材活用等による教師の力量向上、 
教育活動の充実等 

「専門的知識や技能をもった人材を活かした授
業実践ができ、教師の力量を高められた」 

「多数のボランティアによる授業支援が、子ど
ものやる気や集中力を引き出し、子どもの学
びを深めることにつながった」 

保護者・地域への効果 
学校や地域に対する理解、ネットワークの拡大、 
生きがいづくり、自己有用感の向上等 

「担任の先生と話ができたり、子どもたちと直接関わっ
たりし、学校の様子がよく分かって大変よかった」 

「子どもたちとふれあい、子どもたちから元気をもらった」 
「最初はお手伝いだったけれど、やっていくうちに、私

にとっての楽しい居場所ができた」 

R８ 学校教育課 

令和２年３月時点で、 
全小中学校で設置完了 

Ｒ2 

豊田市の地域学校共働本部 

Ｒ3 Ｒ5～ H31 H30 Ｒ4 

豊田特別支援学校含む
全 104 校で設置完了 

クラブコーデ
ィネーター 

地域指導者 

とよクラ 

地域学校協働活動の充実 

Ｒ8.9 月～ 
全中学校で、とよクラ
の活動を開始 

※中学校 28 校拡張 

地 域地域学校共働本部

地域コーディネーター

クラブコーディネーター

学校支援活動

土 曜 学 習

居場所づくり

郷 土 学 習

まちづくり

とよクラの活動
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＜地域学校共働本部のイメージ＞
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